
中学校第１学年指導例 ８

言葉について考える

１ 指導のねらい

（１）日常の言葉遣いに関心をもち、言語生活の向上に役立てることができる。

（２）文脈の中における語句の意味を正確にとらえることができる。

（３）文章やグラフから必要な情報を正しく読み取ることができる。

（４）読み取った情報を根拠として示しながら、自分の立場を明確にして意見を書くことができる。

２ 指導過程

学習活動と発問（ は発問） 指導上の留意点と評価（ は評価）○ ○発 評

（１ 「現代の若者たちが日頃使う言葉」につい ・日常の言葉遣いを十分振り返らせ、学習のめ）

て知っていること、思っていることなどを交 あてを確認させる。

流し合う。 評 進んで学習活動に取り組もうとしているか。○

・資料【Ａ】のように、これまでとは違う意味

（２）資料【Ａ】について考え、発表し合う。 で用いているものは他にないかについても考

えさせる。

例…全然だいじょうぶ

評 意味の違いが指摘できているか。○

（３）資料【Ｂ】について、資料【Ａ】との違い ・資料【Ｂ】のように、これまでとは違う言い

を発表し合う。 方をしているものは他にないかについても考

えさせる。

例…はずい（はずかしい）

ウザい（うざったい）

評 資料の違いが指摘できているか。○
（４）日常の言葉遣いについて、グループで話し

合う。 ・４人程度のグループで話し合わせる。

・どのように思うかを述べる際には、その理由

をきちんと述べさせる。

評 理由をはっきりさせて話し合っているか。○

（５）資料【Ａ 【Ｂ】をもとに、自分の意見を】

書きまとめる。 ・グループでの話し合いを参考にさせ、字数や

理由の明記などの条件を確かめてから書かせ

る。

評 条件に従って書きまとめているか。○

（６）意見文を交流し合う。 ・コミュニケーション時の弊害、言葉を発する

人物の内面の問題、言葉の変化を進化とみる

とらえ方など、多様な意見を交流したい。

（７）言葉のもつ力について考える。 ・ 言葉の力 （大岡信）の文章を読ませ、言葉「 」

には、その人自身が否応なしに反映されるも

のであることをおさえる。

評 言葉に対する認識を深めているか。○

発 ａの「やばい」とｂ「やばい」の意味に○
は違いがある。どんな違いだろうか。

発 資料【Ａ 【Ｂ】のような言葉の用い方に○ 】

ついてどう思うか。

発 「今、若者たちの言葉の用い方は乱れてい○
るといえるか」という問いに対して、あな

たならどう答えるか。
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今
、
若
者
た
ち
の
言
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用
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方
は
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乱
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い
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え
る
か
。

組

氏
名

【
条
件
】

・
自
分
の
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
書
く
こ
と
。

・
百
字
以
上
、
百
四
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

【
学
習
プ
リ
ン
ト
】

1 0 0 字14 0字



現
代
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葉
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と
、
資
料

と
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を
、
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か
ら
一
つ
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び
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記
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答
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さ
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。
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エ
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を
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Ａ
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資
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こ
の
学
習
を
そ
ば
で
見
て
い
た

は
、
こ
れ
ら
の
資
料

を
も
と
に
、
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。
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中
西
さ
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お
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さ
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え
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。
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◎

出
題
の
ね
ら
い

・
文
脈
に
応
じ
た
語
句
の
意
味
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
文
章
や
グ
ラ
フ
か
ら
の
情
報
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
情
報
を
基
に
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

【
解
答
例
】

（
例
）

は
、
大
雨
が
く
る
と
い
う
具
合
の
悪
さ
・
危
険
さ
を
意
味
し
、

は
、
ラ
ー
メ
ン
の
味
の
す
ご
さ
・
お
い
し
さ
を
意
味

一

ａ

ｂ

し
て
い
る
。

ウ

二

（
例
）
私
も
お
ば
あ
さ
ん
の
考
え
に
賛
成
だ
。
本
来
の
意
味
と
は
違
う
使
い
方
を
し
た
り
、
本
来
の
表
現
の
仕
方
と
は
違
う
表
し

三

方
を
す
る
の
は
言
葉
の
乱
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
用
い
方
を
し
て
い
た
ら
、
相
手
に
誤
解
を
生
じ
さ

、

。

。

せ
た
り

意
思
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か

言
葉
は
み
ん
な
で
正
し
く
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
百
三
十
九
字
）

（
例
）
私
は
お
ば
あ
さ
ん
の
よ
う
に
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
や
意
味
を
変
化

さ
せ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
だ
。
例
え
ば

「
う
つ
く
し
」
は
、
昔
は
小
さ
く
か
わ
い
ら
し
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、

、

今
は
き
れ
い
を
意
味
し
て
い
る
。
み
ん
な
が
言
葉
に
敏
感
に
な
り
、
そ
の
時
代
の
言
葉
を
形
成
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ

る
。

（
百
四
十
字
）

＊

条
件
１
・
２
を
満
た
し
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

８
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